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新宿区協働推進基金助成金事業実績報告書 
 
 
 新宿区協働推進基金条例施行規則第12条の規定により、下記のとおり報告します。 
 

記 
 

1 収支計算額    収入         730,510 円 
          (内助成金)       500,000 円 

            
          支出         730,510 円 

2 助成事業 

事業名 ～どんな人にも居場所をつくる～ 

支えあいの輪を育むコミュニティづくり事業 
実施の日時又は期間 2019年6月1日～2020年3月31日 

対象者の範囲及び人数 ①多世代・多様な人が集う居場所カフェ(10回) 79名 
②活動者のための勉強会(4回) 44名 

事業内容 

独居高齢者や、障害や経済面などの困難を持つ、地域の中で孤立し

がちな人たちが、地域に暮らす様々な人と継続的なつながりを作る

ことができる、居場所となるようなコミュニティカフェを開催す

る。 

また、みんなのリビングや地域の様々な団体等で活躍する、様々な

専門性を持つ活動者たちが、現場での活動に活かせる能力を身につ

けられるような勉強会を開催し、参加者がそれぞれの活動の中でよ

りよい居場所を作れるようにする。 

具体的な活動状況 

ア イベントの開催 
① 多世代・多様な人が集う居場所カフェ 

計画どおり、月1回の定期開催を実施した。いずれの日程も11:00〜

16:00に開催し、ランチあるいはレクを含むいずれの時間でも出入

り可能とし、10回で79名の方が参加した。 

 6月30日(日) 参加人数 ６名 

ランチおよびレク「梅シロップづくり」 

 7月21日(日) 参加人数 １６名 

ランチおよびレク「カラフル習字」 

 8月18日(日) 参加人数 ７名 

ランチおよびレク「アイスクリンづくり」 

 9月22日(日) 参加人数 １０名 

ランチおよびレク「防災クッキング」 

 10月27日(日) 参加人数 １３名 



ランチおよびレク「箸作りワークショップ」 

 11月24日(日) 参加人数 １０名 

ランチおよびレク「お絵かきバッグづくり」 

 12月22日(日) 参加人数 ６名 

ランチおよびレク「しめ縄づくり」 

 1月26日(日) 参加人数 ４名 

ランチおよびレク「BOOKレビュー会」 

 2月23日(日) 参加人数 ３名 

ランチのみ（※新型コロナウイルス感染拡大防止のため） 

 3月22日(日) 参加人数 ４名 

ランチのみ（※新型コロナウイルス感染拡大防止のため） 

なお、2月3月の居場所カフェ開催にあたり、新型コロナウイルス

感染拡大防止のため参加者全員にこまめに消毒を行うとともに、十

分に換気を行ったうえで実施。 

 

② 活動者のための勉強会「多様な価値観と対話の勉強会」 

Ａ対話の技法を学ぶ回と、Ｂ価値観の多様性や豊かさの考え方

を学ぶ回の2種類に分けて計画していたが、事業化を検討する中

で、ＡとＢを区分けすることなく、価値観の多様性や豊かさの

考え方につながる話題提供をいただき、社会活動を行う参加者

が学びたいことをテーマに選び実施した。また、今年度活動す

る中で多くのニーズが寄せられるようになったため、本助成事

業とは別に、制度の狭間で支援を受けづらく困難な状況に陥っ

ている方に対するアウトリーチ型生活支援事業を開始すること

とした。緊急性が高く優先的にリソースを割く必要性もあった

ため、この勉強会の事業は当初の予定回数（10回）から回数を6

回に絞り実施した（新型コロナウイルス感染拡大防止のためう

ち2回（2月、3月）は中止）。しかしAとBを統合した形で各回でよ

り内容の濃い勉強会となるように企画した。 

 8月4日(日) 参加人数 １０名 

「オープンダイアローグ」 

  〜フィンランド発オープンダイアローグを体感する 

  講師：北麻希子氏（精神科医） 

 11月9日(土) 参加人数 １３名 

「持続可能なまちの商いのあり方」 
  〜らしさを残す温故知新のコワーキング＆カフェの運営の実際 

  講師：永瀬賢三氏（おとなりstand&works） 

 12月28日(土) 参加人数 １３名 

「気候変動と自然エネルギー」 

  〜脱「大量消費・大量廃棄」ほんとうの豊かさとは？ 

  講師：吉田明子氏（国際環境NGO FoE Japan） 

 1月19日(日) 参加人数 ８名 

「薬物依存者や罪を犯した人と「地域」 

  講師：細川慎一氏（NPO法人Hatch） 

イ 広報活動 

本事業に関するチラシおよびホームページの作成を予定していた

が、カフェの運営及び勉強会などの実質的な活動を優先し、また集

客や仲間集めへの労力対効果を考慮し、周知に関してはメールや

SNSでの連絡を主とし、今後の活動に向けた仲間集め、事業の実績報



告を目的としたカラーリーフレットの作成へとシフトし、実施し

た。 
 

事業の成果 

【居場所カフェ】 

成果1 ) より幅広い世代の参加による場の賑わいと充実 

・今年度は、更に20代～90代までが参加した機会となった。医療福

祉系の専門学校に通う学生が参加したことで、高齢者にとっては、

若者がいるだけでも活気づいた。学生にとっては、実習とは異なり、

地域の中のゆるやかな繋がりの中で運営されている居場所カフェ

にはじめてくる機会となり、「高齢者施設などの用意された環境と

違い、より自然な関係性の中で過ごす高齢者と触れ合う機会になる

など、貴重な学びに繋がった」との声があった。 

 

成果2 ) レクの充実により、初参加者の動機に繋がった 

・お箸づくりＷＳなど、多様なレクを企画したことで「やってみた

い！」という気持ちのスイッチが入ったとの意見をいただくなど、

初めて参加する独居高齢者の参加を促すことが出来た。初回以降

も、継続的な参加希望があったことから、初めての方にとっては「魅

力的な企画」があることは、最初の一歩が踏み出しやすくなると実

感した。 

 

成果3 ) 何気ない会話から生まれる相談と気持ちの解放 

・相談しようとして相談するのではなく、気心が知れてきて相談す

ると肩の力が抜け、本音も出やすい。地域のコミュニティカフェな

らではの自然な会話の中から、90代に差し掛かる参加者の認知機

能、身体機能の低下への気付きが得られ、そこからささやかな支え

合いの形に発展するなどの事例が生まれた。 
 

成果 4) ご近所同士で「得意分野のわかちあい」による 

 活動の充実=ご近所を楽しむささえあいの輪 

・居場所カフェの場面でも、何気ない会話から参加者の得意分野を

知り、その参加者が次回のレクの講師になるなど、「得意をみんなで

楽しむ」体験を分かち合うことが出来た。 

高齢者＝支援される側というだけでなく、役割を持つことで自信を

取り戻し、喜びの循環が生まれた。 

 

【活動者のための勉強会】 

成果 1 ) この勉強会ならではの参加者が集まった！ 

・専門職だけではなく、多種多様な人が参加する機会となり、お互

いから学び合う時間となり、参加者満足度も90％以上と高かった。

講師の方が一方的に話すのではなく、参加者一人ひとりからも学び

あう双方向性のある時間を作ったことで、参加者が日頃の活動をふ

りかえるきっかけとなり、対人援助職を担う人にとっても好評だっ

た。 
 

成果 2 ) あらゆる場面で必要な「対話をしていく大切さ」が 

 伝わった実感。 

自身では賛同しがたい考え方に対し、「否定するのではなく受け止め

尊重することの大切さを学べたので、このような勉強会に参加でき



たことがありがたい」といった意見も多く寄せられたことから、参

加した活動者たちが、学びや成長を得ていたという感触を持てた。 

 



実施要領 第４号様式 

 

一般事業収支決算書 

支

出

区

分 

費 目 決算額 内  訳 

事

業

費 

① 使用料及び賃借料 87,000円 

・カフェ会場利用料 45,000 円 

・勉強会会場利用料 27,000円 

・運営会議会場利用料 15,000 円 

② 印刷製本費 19,371円 事業報告リーフレット 19,371 円 

③ 消耗品費 47,337円 
ティッシュ類等 6,783円  文房具等 18,262円 

レク材料費 14,444 円  インク代 7,848 円 

④ 委託費 75,600円 事業報告リーフレット企画デザイン料 75,600 円 

⑤ 講師謝礼 120,000円 
カフェレク講師 5,000円×8 回 40,000 円 

勉強会講師 20,000 円×4回 80,000 円 

⑥ その他謝礼 26,000円 
カフェボランティア謝礼 1,000×20名 20,000円 

勉強会ボランティア謝礼 1,000×6名 6,000 円 

⑦ 交通費 26,208円 アドバイザー交通費 864 円×12 回+880×18 回 26,208 円 

⑧ 保険料 900円 行事保険料 30 円×15名×2 回分 900 円 

⑨ その他諸経費 0円  

⑩ 人件費 100,604円 
（団体構成員分）1,050×2 時間×50日 105,000 

105,000のうち 4,396円は助成対象外経費へ 

事業費（①から⑩の合計） 503,020円  

⑪ ファンドレイジングに関す

る経費 
0円  

⑫ 助成対象経費 

（事業費＋⑪） 
503,020円 

 

余剰金（Ａ） 165,000円 
助成交付金額 500,000円－（503,020円×2/3＝335,346円） 

＝165,000 ※千円未満切捨て 

⑬ 助成対象外経費 62,490円 

消耗品対象外分 11,771 円  

人件費 4,396 円（助成対象外分） 

カフェ・勉強会食材費 46,323 円 

事 業 総 額 730,510円 

収

入

区

分 

内 容 決算額 内 訳 

㋐事業収入 

（参加費、資料代等） 
107,500円 

カフェ参加費 64,500 円 

勉強会参加費 43,000 円 

㋑寄附金 123,000円  

㋒補助金収入 円  

㋓協働推進基金助成金交付額 500,000円  

㋔団体負担金 10円  

収 入 総 額 730,510円 

335,000円（千円切り捨て） 

500,000-335,000＝165,000円 



実施要領 第４号様式 

 

余 剰 金 （ Ｂ ） 0円 

 
 

返 還 金 165,000円 

 



実施要領 第５号様式 

 

一般事業自己評価表 

※事業実施における成果や実施にあたっての課題を記載してください。 

評価のポイント 自己評価 

事業計画及びスケジュールに沿って事業

を実施できたか。 

①多世代・多様な人が集う居場所カフェ 

・参加者の年齢層も 20〜90 代と幅広く、独居高齢者

や精神疾患を持っている方、社会復帰の途上にある方

なども含め、地域の様々な方が参加され、予定通りの

月 1 回のペースでほぼ計画書通りに実施できた。 

 

②活動者のための勉強会 

・Ａ対話の技法を学ぶ回と、Ｂ価値観の多様性や豊か

さの考え方を学ぶ回の 2種類に分けて計画していた

が、事業化を検討する中で、ＡとＢを区分けするこ

となく、価値観の多様性や豊かさの考え方につなが

る話題提供をいただき、社会活動を行う参加者が学

びたいことをテーマに選び実施した。 

・また、今年度活動する中で多くのニーズが寄せられ

るようになったため、本助成事業とは別に、制度の

狭間で支援を受けづらく困難な状況に陥っている

方に対するアウトリーチ型生活支援事業を開始す

ることとした。緊急性が高く優先的にリソースを割

く必要性もあったため、この勉強会の事業は当初の

予定回数（10 回）から回数を 6 回に絞り実施した

（新型コロナウイルス感染拡大防止のためうち 2回

（2 月、3 月）は中止）。しかし A と B を統合した

形で各回でより内容の濃い勉強会となるように企

画した。 

 

③広報活動 

・本事業に関するチラシおよびホームページの作成を

予定していたが、カフェの運営及び勉強会などの実

質的な活動を優先し、また集客や仲間集めへの労力

対効果を考慮し、周知に関してはメールや SNS での

連絡を主とし、今後の活動に向けた仲間集め、事業の

実績報告を目的としたカラーリーフレットの作成へ

とシフトし、実施した。 

 

実施にあたって、必要な人員体制がとられ

たか。安全確保がなされたか。 

・イベント実施当日のボランティア等については、計

画より少ない日もあったが、回毎の参加者数に応じ

て、人によっては運営側として協力していただいた

り、純粋に参加を楽しんでいただいたりなどを柔軟

に調整することで、運営に十分な人員は確保でき



 

た。 

・居場所カフェの開催においては、食事もする場とし

て、安全管理や火災予防も心がけた。 

・企画準備やその調整、広報活動などを支える「裏方

実務者」は当初計画していたメンバーの中でも、想

定通りに協力できない人も発生し、不足感が否めな

かった。今後、こういった活動の基盤だが目には見

えづらい実務をどのように分担していくと活動が

回るのかを再度検討していくとともに、本事業の実

績報告の為に作成したカラーリーフレットなども

活用していきたい。 

事業を通じて、多くの区民の社会貢献活動

の啓発に役立つものとなったか。 

・居場所カフェには、近隣での高齢者サロン、子育て

サロン、子ども食堂の運営者なども参加、見学に来

てくださり、情報交換したり、コラボして企画した

りすることを通じて、社会貢献活動の広がりに繋が

ったと考える。 

・社会貢献活動の啓発は、広報活動や呼びかけだけで

は簡単には広がらないが、居場所カフェや勉強会を

通じて時間を共にする中で、じゃぁ私もやってみよ

うかな、と企画協力者になってくれるなど、共通体

験をする中で、自然と気持ちが引き出されていくこ

とを感じた。 

地域課題や社会的課題に対してどのよう

な成果や効果があったか。今後、見込まれ

る効果はどのようなものか。 

・地域でのつながりが薄くなりがちである、という

地域課題に対して、若年層と長く地域に暮らしてい

る人との間での相互理解が不足しがちであることが

要因であるとして取り組んできた。居場所カフェに

おいては、多様な世代が同じ目線で何かを作る、と

もに食事をする、などの体験を通じて、相互理解に

繋がったり、お互いにささやかな支え合いを生む結

果につながっており、自然な営みの中でつながりが

生まれやすいことを確認した。また、活動者のため

の勉強会においては、「自分の意見や考えを聞いて

もらう機会は日常にあるようでない。人はみなそう

いうのを求めているのではないか」「さまざまな立

場の人が、力のあるないにかかわらず声をあげられ

る場づくりが重要で、立場の異なる人の声を、賛同

できなくとも尊重する、このような対話の場をあり

がたく思った」などの感想をいただき、世代間だけ

でなく、様々な価値観の違い、立場の違いがある中



 

で、「対話」による相互理解の有効性に対する気づ

きが参加する人の間で得られていたことが感想から

も窺えた。 

・勉強会の参加者がそれぞれに学びを持ち帰り、今

後も対話的な居場所づくりを続けていただくこと

で、地域の中で温かい関係性が生まれるようなつな

がりがより広がっていくことが期待できると考えて

いる。 

団体の先駆性や専門性を活かすことがで

きたか。 

・居場所づくり、コミュニティづくりの活動の中で、

「対話」的な人と人の関係性に注目して取り組みを

行っている事例はまだあまり多くなく、運営者、ま

たは勉強会の講師などによる「対話」のスキルを活

かすことができたと感じている。 

経費見積りは適正だったか。 

・必要な消耗品などについては、計画時に想定してい

たほど使わないものがあった一方で、想定外に必要な

ものも発生しており、計画時により正確に見積ること

が大切だと感じた。 

（今回の事業を次年度以降も継続してい

く場合）継続性や発展性が期待できるもの

となったか。資金確保に努めたか。 

・新型コロナウイルス感染拡大に伴って社会のあり方

や常識が現在進行系で急激に変化しつつあると思わ

れるが、今年度実施した居場所カフェや活動者のため

の勉強会も、そのあり方は変わるかもしれないが、当

団体として目指す社会を実現していく手段として、継

続予定である。自然な営みの中で、ささやかな支え合

いから始まる人と人のつながりが生まれ、そしてそれ

が対話的な関係性の中で豊かな暮らしが得られると

いうことを今年度の事業の中でも確認することがで

きた。今回生まれたつながりもうまく活かしながら、

次年度以降もみんなで活動を形作っていくことがで

きると考えている。 

事業の実施にあたって、課題や問題点はあ

ったか。どのような対策が考えられるか。 

・代表者も含め、別に仕事をしながらの活動であるこ

とから、当初想定していたほどの活動時間を割くこと

が難しいメンバーもいた。それぞれのメンバーの仕

事、家族などの状況も変化していく中で、負担を 1 人

に集中させるのではなく、少しずつ、多くの人の協力

が得られるような体制が必要だと感じている。そのた

めにも、私たちの活動に対する思いや、実際の取組み

をさらに多くの人に知っていただき、共感する人には

仲間になってもらえるように、今後も働きかけていき

たい。そのためにも、今回の事業において作成した、



 

活動実績のカラーリーフレットを活用していきたい。 

 

 



 

５ その他 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                          

＊参加者アンケートの結果を報告してください。  

＊事業の成果物(冊子等)、事業の開催時の写真等提出できるものがあ

る場合は、添付してください。   
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